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◇ SAE Technical Papers  /  AIAA Meeting Papers のご利用について ◇ 
これらの資料は、今回受入した分 (SAE 1998 , AIAA 1999 )から CD-ROM版になりました。 
これまでのマイクロフィッシュ版に比べ、操作が簡単で、表示や印刷が見やすくきれいです。 
また、paperの検索機能もついています。 

     なお、これより古いものについてはこれまでどおりマイクロフィッシュ版をご利用ください。 
      
     ＜CD-ROM版の利用方法＞ 

・利用を希望される方はカウンターにお申し出ください。 
      ・１階レファレンス・カウンター前の専用パソコンで利用します。 

・印刷などは無料です。 
      

    ◇ 「雑誌記事索引」がネットワーク経由で利用できるようになりました ◇ 
６月から、これまでの CD-ROM版の購入を中止し、WWW版のサービスに変更いたしました。 
「雑誌記事索引」は国立国会図書館が所蔵する国内雑誌の記事を検索するデータベースです。 
人文・社会・科学・技術・医学・薬学分野を網羅し、収録範囲は 1985年から現在までです。 

     
     ＜利用方法＞ 

・館内のデータベース検索サービスのメニュー画面、または当センターのホームページの「データベース 
検索サービス」画面からリンクをたどってください。 

      ・ご利用は、理工学部に所属される方で、理工学部内からのアクセスのみに限られます。 
   



◇ オンラインジャーナル 利用のすすめ ◇ 

 
    理工学メディアセンターでは，１９９６年当時よりプリント版購読者に対して無料で提供されてきたオンラ 
インジャーナル（ＷＷＷで検索）を皆さんに利用していただくために，徐々に環境を整備してまいりました． 
最初の登録はＩＯＰ（Institute of Physics）の発行誌でした．その後，各出版社が雑誌のフルテキストをデジ 
タルに蓄積するにつれ，プリント版購読者へテスト公開するケースが増え続けています．それと同時に有料化 
も進んできました．最近では，学会誌を中心に 論文のレファレンスからお互いのフルテキストを相互にリン 
クする動きも出てきました． 
  メディアセンターでは，こうした情勢を反映して，地区メディアセンター独自の努力だけではなく，全塾的 
な可能性を探って実験的につぎの二つのオンライン ジャーナル サービスを導入しました．このサービスは 
１９９９年１２月まで，塾内各キャンパスで慶應義塾大学のＩＰアドレスをもつコンピュータからアクセス可 
 能です． 

 ① Academic Press IDEAL (International Digital Electronic Access Library) 
  Academic Pressから出版されているオンラインジャーナル約 180誌の 1999年発行分のフルテキストを読 
めます．（http://www.academicpress.com/www/journal/) 
  メディアセンターの購読の有無に拘わらず，全タイトルを契約していますので，理工学メディアセンター 
で 1999年キャンセル誌となったタイトル(*)も含まれます． 
  たとえば，Engineering and Materials Sciences分野では： 
      *Computers and Biomedical Research 
       Digital Signal Processing 
      *Information and Computation 
       Journal of Agricultural Engineering Research 
       Journal of Catalysis 
       Journal of Colloid and Interface Science 
      *Journal of Computer and System Sciences 
      *Journal of Fluids and Structures 
       Journal of Magnetic Resonance 
       Journal of Network and Computer Applications 
       Journal of Parallel and Distributed Computing 
       Journal of Solid State Chemistry 
      *Journal of Sound and Vibration 
      *Mechanical Systems and Signal Processing 
       Optical Fiber Technology 
       Superlattices and Microstructures 
  

 ② ProQuest Direct (PQD) 
  PQDオンライン検索サービスを使うことによって，ABI/INFORM, Medical Library, Social Science Plus 
などのデータベースを検索しながら, ヒットした論文のフルテキストが読めます． 雑誌名から辿ることもでき 
ます．なお，ABI/INFORMは正式契約ですので，１２月までに限定されません．   (http://www.umi.com/pqdauto) 

 
サービス案内 
   利用可能なオンラインジャーナルのサービス案内，タイトル一覧は，理工学メディアセンター 
  ＷＷＷ(http://www.lib.st.keio.ac.jp/）にある，オンラインジャーナル（電子雑誌）のページをご参照ください． 
 １９９９年６月１日現在，上記 Academic Pressとのテスト契約以外にも約 100誌が登録済みです．  



  American Physical Society, HighWire Press, IOP (Institute of Physics), Optical Society of America,  
Royal Society of Chemistry, SIAM (Society for Industrial and Applied Mathematics), Springer等の出版社 
が主な登録先です．随時契約を進めていますので，リンク先は絶えず更新されています． 

 
利用に当たっての一般的な注意 
  オンラインジャーナルはＷＷＷで検索できますが，つぎのことを参考にしてください． 
      ＷＷＷブラウザ  
            Netscape's Navigator 4.x or higher  
            Microsoft's Internet Explorer 4.x or higher 
            ＊現在のところ，プロキシサーバの設定は「使用しない」でご利用ください． 
      フルテキスト ファイル形式 
           HTML, Postscript, PDF, DVI, TeX source など 
   ファイル形式によって，ビューアが異なります．現在、もっとも一般的に使われているのはＰＤＦファイル 
   (page image)です．これを表示するためのビューアは Adobe Acrobat Reader（フリーソフト）です． 
   Acrobat Readerは，なるべく 3.x 以上の新しいものをご利用ください．また，Internet Explorer（バージョン 
  4.x, 5.xともに）で Acrobat Readerを使う場合，リンク先サーバによっては一旦ＰＤＦファイルをローカルに 
保存してからでないと表示できないことがあります．（右ボタンでクリックして「ファイルに保存」を選びます．）  

   Academic Press IDEALでは，ご使用マシンのＯＳに拘わらず Internet Explorer利用の際にこの現象が起こる      
  ことがありますのでご注意ください． Netscapeではそういった障害は起こっていません． 
 
利用のメリット 
   ・プリントの雑誌が図書館に届くよりも早く，論文を読むことができます．Springer社では，Online First 
     と呼ばれるサービスをいくつかの雑誌で始めています．(１９９９年５月現在 ８誌，うち４誌は理工学 
     キャンパスで利用可)  これは，レビューアに受理された最終原稿をプリント発行前（数週間から数ヵ月） 
     にＷＷＷ上で公開したものです． 
   ・ 論文のレファレンスに出てくる参考文献や関連論文のフルテキストへのリンクを提供するサービスも 
      あります． 
   ・ Supplementary material，たとえば American Chemical Society発行誌の Supporting informationなど 
      プリントでは出版されない 論文の付録部分をＷＷＷに公開しています．ＡＣＳの Supporting information 
      は、１９９８年までマイクロフィッシュでも送られてきていましたが，１９９９年よりオンラインのみと 
      なりました．MathSciNet, PubMedなどの論文検索データベースと，その提供元であるＡＭＳ，ＮＬＭと 

    提携関係にある出版社のＷＷＷサーバ上に公開されているフルテキストはリンクされています．ただし， 
    リンク先のフルテキスト利用に関しては，理工学メディアセンターがその雑誌の利用登録を済ませている 
    場合のみ読むことができます。理工学メディアセンターＷＷＷのオンラインジャーナル ページで最新の 
    利用可能なタイトルをご確認ください。 

 
 ご不明な点は，レファレンス（内線２３０９，２３１０）あるいは資料マネジメント（内線２３１３）へお
問い合わせください．info@lib.st.keio.ac.jpへメールで質問いただいても結構です． 

 
 

 
 
 
 
 



  ◇ ＯＰＡＣの使い方 ～４～ ◇ 
     ＯＰＡＣのデータは随時、整備されています。また、使いやすさを求めて、検索のシステムも改良してい 
     ます。５月にいくつかの変更がありましたので、以下を検索の参考にしてください。 

 
■ 語・フレーズの検索が完全一致となりました。前方一致検索を行う場合は、語・フレーズ 
   の後に“？”をつけてください。 
 

      引用文献に J sound Vib と略誌名が記入してあった場合は、前方一致検索をします。 

      例： 書名・誌名中の語に sound? * Vib? と入力する。 （＊ はAND検索） 

                 Journal of sound and vibration. が検索されます。 

 

■ カナの検索は分かち書きをしなくてもできます。 

 

読みで検索をする場合、いままでは空白をいれていましたが、空白をいれなくてもよくなりました。 

ただし、カタカナのみです。 

例：書名・誌名中の語に ガスタービンノキソトジッサイ と入力する。 

                 ガスタービンの基礎と実際 が検索されます。 

 

■ 検索項目に「正確な書名・誌名」を追加しました。 

 

一語の書名・誌名を検索する場合に便利です。 

例：正確な書名・誌名に nature と入力する。 

 

■ トップページに「書名・誌名一覧」を追加しました。 

 

書名・誌名がブラウジングできます。 

 

■ 修士論文・博士論文が著者名から検索できるようになりました。 

一時期できなかった、学位論文の著者名項目からの検索ができるようになりました。 

 ＜検索方法＞ 

１．キーワードボックスの左側にある検索項目をプルダウンして、著者名を選択します。 

２．検索語１のキーワード入力フィールドに検索したい著者名を入力します。 

３． [検索開始]ボタンをクリックします。 

（ＥＮＴＥＲキーを押すと検索履歴が表示されますのでご注意ください） 

     例）岡 等[著] “フォトケミカルイオンセンサーの開発” 

         入力）  岡  等      ○ （漢字で検索するときは性と名の間にスペースを入れてください）  

                 岡等        ×  

                 オカ ヒトシ ○ （カタカナで検索するときはスペースを入れても入れなくても 

                 オカヒトシ  ○   かまいません） 

   

 ＜検索結果＞  →   フォトケミカルイオンセンサーの開発 / 岡等[著], 1992 

                               在架                    理工   別館 DM@C@1991@28  

  

   



 

■ ＮＯＴ検索の記号が／から！に変更になりました。 

 

＜ＡＮＤ検索・ＯＲ検索・ＮＯＴ検索 について＞ 

ＡＮＤ検索 → 指定されたキーワードの両方を含む資料を検索します。 

              キーワードの間に ＊ を入れてください。  例： 環境 ＊ エネルギー 

ＯＲ検索   → 指定されたキーワードのうち少なくとも一つは含む資料を検索します。 

              キーワードの間に ＋ を入れてください。  例： 環境 ＋ エネルギー 

ＮＯＴ検索 → 指定されたキーワードを含まない資料を検索します。 

              キーワードの間に ！ を入れてください。  例： 環境 ！ エネルギー 

◆ キーワードと記号（＊、＋、！）の間にスペースがなくても検索できます。 

◆ 記号（＊、＋、！）は半角／全角のどちらでも検索できます。 

◆ 検索語２のキーワード入力フィールドにキーワードを追加し、項目間でＡＮＤ、ＯＲ検索を 

することもできます。キーワード入力フィールドは増やすこともできます。 

    

   ＜検索あれこれ＞ 
□  出版年や言語から絞る（条件付き検索） 

  ここに用意されている検索項目だけでの検索はできません。必ずキーワードもしくは主題を入力し 

てから指定してください。 

 

出版年で絞り込む 

・1994年の場合 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 1994 

       ･ 1994 年から1995年の場合 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 1994－1995 

＊ 複数年を指定する場合は必ずはじめの年と終わりの年を指定してください。 

   １９９３－ や －１９９５ といった検索はできません。 

   ＊ 数字の入力は半角 ／ 全角 どちらでも構いません。 

 

       言語で絞り込む 

・プルダウンメニューから選択することにより以下の言語から絞り込み可能です。 

日本語・英語・フランス語・ドイツ語・ロシア語・スペイン語・イタリア語・ポルトガル語・その他 

 

  □  貸出・所蔵状況の見方 

＜検索結果一覧＞画面では、その資料がどういった状態にあるか表示されます。 

 

 在架          書架にあります。 

 貸出中        他の利用者へ貸出中です。 

 予約棚        他の利用者の予約がかかっていて、貸出手続待ちです。 

 展示中        新着展示棚にあります。予約をすることができます。 

 整理済        1週間程で新着展示棚に並びます。 

     整理中        貸出できる状態になるまで約2週間程かかります。お急ぎの場合は、 

                    カウンターにご相談ください。 

        移動中        他キャンパスに貸出中です。予約をすることができます。 

 

 

 



 ◇ お知らせ ◇ 

６月１日より、他地区で所蔵している資料の借用申込みが変更になりました。 

  利用したい資料が、 

① 当館の所蔵資料が貸出中で、他地区の図書館が所蔵（新着展示中・在架・貸出中・移動中）している場合 

② 当館に資料がなく、他地区の図書館で所蔵（新着展示中・在架・貸出中・移動中）している場合 

  に資料を借用することができることになりました。 

  （以前は、他地区の所蔵状態が在架に限られていました。） 

   お申し込みの際はカウンターで「塾内他地区所蔵資料借用申込書」の用紙に必要事項を記入してください。 

 

 

～～～～～～～～～～～～～ 図書館を使いこなそう ①～～～～～～～～～～～～ 

     ★「更新」を知っていますか？★ 
   皆さん、借りた本を延滞してしまった経験はありませんか？ 当センターでは返却期限をすぎると一冊毎に 
    一日10円の延滞金がかかります。何冊も借りている場合、エッ！という金額になることもあります。 

   通常図書の借用期間は和書なら２週間、洋書は１ヶ月となっていますが、「２週間では読み切れなかった」、 

  「もう少し借りていたい！」という時には返却期限を「更新」することができます。 

 返却期限内に学生証と更新したい図書をもって貸出カウンターまで お越しください。他の人の予約が入って 

 いなければ更に2週間（洋書なら１ヶ月）借り続けることができます。 

（延滞３日以内なら延滞金を払えば更新可能です。） 

    更新は２回まで可能ですので、十分活用して、できるだけ延滞しないようにしましょう。 

   なお、長期貸出の本は更新することができません。一旦書架に戻されたものを再度借りてください。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                      発行  慶應義塾大学理工学メディアセンター      

                                                              Info@lib.st.keio.ac.jp   
 



  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


